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Osaka Healthcare Pavilion
大阪ヘルスケアパビリオン

2025年日本国際博覧会

2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会
（一社）2025年日本国際博覧会大阪パビリオン

https://2025osaka-pavilion.jp/

CONFIDENTIAL

2023年4月

Nest for Reborn



■開催場所 夢洲（大阪市臨海部）
■開催期間 2025年4月13日（日曜日）～ 10月13日（月曜日） 184日間

■来場者数（想定） 約2,800万人

提供:2025年日本国際博覧会協会

2025年日本国際博覧会 ／（略称 「大阪・関西万博」）

大阪・関西万博の開催概要

①公式参加パビリオン（世界各国の参加国や国際機関が設置）
②テーマ館（博覧会協会が設置）
③日本館（日本政府が設置）
④自治体館（大阪府市・関西広域連合が設置）※大阪ヘルスケアパビリオン
⑤民間パビリオン（企業・団体が設置）

2025年大阪・関西万博におけるパビリオン
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（リボーン）

“「人」は生まれ変われる”
すべての「人」が自分らしい生き方を改めて見つめ直すことで、自分自身の価値
観や生きがいの発見・再認識、自己実現への意欲・意識の変革を促し、新たな
自分への「生まれ変わり」に貢献する取組みを展開する

■出展参加でめざすもの■出展参加でめざすもの

～ 産学官民の力を結集と府民・市民の参画～
■出展参加の主体■出展参加の主体

■出展参加のテーマ■出展参加のテーマ

大阪ヘルスケアパビリオンの概要

産業界・企業の力
（大企業・中小企業・経済団体など）

教育・研究機関の力
（大学・医療機関など）

自治体の力
（大阪府市、市町村）

府民・市民の力
（府民・市民・NPOなど）
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“ 新たな一歩を踏み出す”
一人ひとりの意欲・意識の変革が行動変容につながり、互いに良好な関係を保
ち、自分の居場所や役割を持てる、やりがいを実感できる社会づくりに貢献し、
「いのち輝く未来社会」に新たな一歩を踏み出すきっかけとする

一時のイベントに終わらせることなくハード・ソフト両面でレガシーを残していくことを検討

■レガシー■レガシー

2030年以降の『大阪の成⾧・経済発展』や『いのち輝く幸せな暮らし』の実現に向けて貢献

「いのち」や「健康」の観点から未来社会の新たな価値を創造

「SDGs先進都市」の姿を明確にし、 SDGs達成目標の2030年以降を見据えた取組みを世界に発信
オール大阪の知恵とアイデアを結集し、大阪の活力、魅力を世界に発信
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大阪ヘルスケアパビリオンの外観と位置
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大阪の新たな成⾧を発信するランドマーク

自然を感じる環境共生建築

・新駅「夢洲駅(仮称)」に直結する東エントランス近くの好立地
・日本館に次ぐ敷地面積で最大級のパビリオン

大阪ヘルスケアパビリオン
計画敷地

提供:2025年日本国際博覧会協会

リングより

夜景



④ミライの都市

⑥ミライの
大阪の食・文化

ミライの
エンター
テインメント棟

バックヤード棟

1階平面図

アトリウム

関西広域連合
パビリオン

敷地面積 約10,500㎡

構造・規模 構造 階数 建築面積 延べ面積

本館棟 鉄骨造 ２階建 約5,000㎡ 約8,000㎡

ミライのエンター
テインメント棟 鉄骨造 平屋建 約500㎡ 約500㎡

エントランス

建築計画

※２階より
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②ミライの
フード

リフトライド
※２階へ

③ミライの
ヘルスケア

※１階へ

２階平面図

・有機的に重なり合う楕円の展示エリア
・ユニバーサルデザインに配慮したゆるやかなスロープが生み出す、
ひとつながりの回遊性

①ミライへのゲート

PHRポッド

リフトライド
※１階より

ミライの
自分

①ミライへのゲート

⑤展示・出展ゾーン
（中小企業・スタートアップ）

催事
スペース

キッチン
カー

①ミライへのゲート 約800㎡ ⑤展示・出展ゾーン 約160㎡

②ミライのフード 約710㎡ ⑥ミライの大阪の食・文化 約710㎡

③ミライのヘルスケア 約840㎡ アトリウム（スロープ下含む） 約800㎡

④ミライの都市 約860㎡

本館棟展示室面積



ミライの都市生活
展示計画（展示ストーリー）

6

ここは未来に実現を目指す、都市生活の姿。
マイホーム、レストラン、ショップなど、生活の様々な場面で自分について知る機会があり、

同時に食、運動、ココロといったパーソナライズケアが存在しています。
「自分」や「健康」を大切にし「REBORN」を感じながらイキイキと明日に向けた㇐步を踏み出せる、

未来の都市を体験してみませんか。

④ミライの都市①ミライへのゲート
（PHRポッド、ライド、ミライの自分）

②ミライのフード ③ミライのヘルスケア

⑤展示・出展ゾーン
（中小企業・スタートアップ）

⑦ミライのエンターテインメント バーチャルパビリオン⑥ミライの大阪の食・文化

PHR※１をセンシングスポットで取得後、

ライドで2階へ、ミライの自分に出会う

PHRをもとに、

ミライのヘルスケアフードを提供

栄養・身体・心に関する

様々なミライのヘルスケア体験を提供
生まれ変わった「ミライの自分」で

ミライの都市へ参加

優れた大阪の中小企業・スタートアップの

技術・サービスを展示

ARグラスなど先端技術を用いた

XR※２シアター
バーチャル空間上に展開する

パビリオン

※１ PHR（パーソナル・ヘルス・レコード）:個人の健康等に関する情報
※２ XR（クロスリアリティ）:「VR（仮想現実）」「AR（拡張現実）」「MR（複合現実）」といった先端技術の総称

大阪産（もん）の活用など、大阪の

豊かな食文化・新たな食文化を発信



リボーンチャレンジ

大阪産業局・
大阪商工会議所を

中心に
中小企業や

スタートアップ企業の
展示・出展を取りまとめ

ミライのヘルスケア

ディレクター
近畿大学

山田 秀和 教授

委員会参画企業

アドバイザー

ミライの医療

ディレクター
森ノ宮医療大学
冨田 哲也 教授

委員会参画企業

アドバイザー

ミライの大阪の
食・文化

ディレクター
大阪公立大学

増田 昇 名誉教授

委員会参画企業

アドバイザー

データ・アプリ

委員会参画企業

ー

アドバイザー

2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会（2021.2.16～）

◇会⾧ 大阪府知事
◇会⾧代行 大阪市⾧
◇顧問 関西経済連合会会⾧ 大阪商工会議所会頭 関西経済同友会代表幹事

バーチャル・
バーチャル大阪パビリオン

委員会参画企業

アドバイザー

ディレクター
大阪大学

佐久間 洋司 氏

事務局:2025年日本国際博覧会大阪パビリオン推進委員会事務局（大阪府・大阪市）

※エキスパートを置いて、SDGs・建築等の観点から専門的なアドバイスをいただく。

スーパーバイザー
◇公立大学法人大阪 西澤 良記 理事⾧ ◇大阪府立病院機構 遠山 正彌 理事⾧
◇大阪公立大学 橋爪 紳也 教授 ◇(株)日本総合研究所 東 博暢 氏
◇つんく♂氏 ◇(公財)大阪観光局 溝畑 宏 理事⾧
◇国立循環器病研究センター 大津 欣也 理事⾧ ◇医薬基盤・健康・栄養研究所 中村 祐輔 理事⾧

組織

総合プロデューサー
大阪大学 森下 竜一 教授
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（一社）2025年日本国際博覧会大阪パビリオン（2022.7.1～）

◇代表理事 大阪市⾧
◇社員 大阪府、大阪市など

企画組織（計画策定・進捗管理） 実行組織（資金管理、運営、建築）

進捗管理

デジタル通貨

委員会参画企業

ー

アドバイザー



大阪ヘルスケアパビリオンの出展にご協力いただいている皆様（敬称略）

8

2023年1月末現在

スーパーバイザー
東 博暢 株式会社日本総合研究所

リサーチ・コンサルティング部門 プリンシパル 中村 祐輔 国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事⾧

大津 欣也 国立研究開発法人 国立循環器病研究センター 理事⾧ 西澤 良記 公立大学法人大阪 理事⾧

つんく♂ 音楽家/総合エンターテインメントプロデューサー 橋爪 紳也 大阪公立大学 研究推進機構特別教授/
大阪公立大学 観光産業戦略研究所⾧

遠山 正彌 地方独立行政法人 大阪府立病院機構 理事⾧ 溝畑 宏 公益財団法人 大阪観光局 理事⾧

シニアアドバイザー
河田 則文 大阪公立大学大学院 医学研究科⾧・医学部⾧ 熊ノ郷 淳 大阪大学大学院 医学系研究科⾧・医学部⾧

ディレクター・アドバイザー

ディレクター 山田 秀和 近畿大学 医学部 皮膚科学教室 客員教授/
近畿大学奈良病院 非常勤医師/近畿大学アンチエイジングセンター 所員 アドバイザー 高島 正広 日本抗加齢協会 理事 関西支部 事務局⾧

アドバイザー 赤澤 純代 金沢医科大学 総合内科学 臨床教授・女性総合医療センター⾧ アドバイザー 内藤 裕二 京都府立医科大学大学院 医学研究科
生体免疫栄養学講座 教授

アドバイザー 国澤 純 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
ワクチン・アジュバント研究センター⾧ アドバイザー 堀江 重郎 順天堂大学 医学部 泌尿器外科学講座 主任教授

アドバイザー 新村 健 兵庫医科大学 総合診療内科 主任教授

ミライのヘルスケア

ディレクター 冨田 哲也 森ノ宮医療大学大学院 保健医療学研究科 教授 アドバイザー 富山 憲幸 大阪大学大学院 医学系研究科放射線統合医学講座
放射線医学 教授

アドバイザー 猪原 秀典 大阪大学大学院 医学系研究科 耳鼻咽喉科・頭頚部外科学 教授 アドバイザー 朝野 和典
地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 理事⾧/
2025年日本国際博覧会 感染症対策検討会議（座⾧）委員・
感染症対策顧問

アドバイザー 掛屋 弘 大阪公立大学大学院 医学研究科 臨床感染制御学 教授 アドバイザー 中村 博亮 大阪公立大学大学院 医学研究科 整形外科学 教授

アドバイザー 忽那 賢志 大阪大学大学院医学研究科感染制御学教授 アドバイザー 西田 幸二
地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 理事⾧/
2025年日本国際博覧会 感染症対策検討会議（座⾧）委員・
感染症対策顧問

アドバイザー 阪井 丘芳 大阪大学大学院 歯学研究科 高次脳口腔機能学講座
顎口腔機能治療学教室 教授 アドバイザー 中村 博亮 大阪公立大学大学院 医学研究科 整形外科学 教授

アドバイザー 坂田 泰史 大阪大学大学院 医学系研究科循環器内科学 教授

アドバイザー 鶴田 大輔 大阪公立大学大学院 医学研究科 教授・特命副学⾧
（国際広報担当）

ミライの医療



大阪ヘルスケアパビリオンの出展にご協力いただいている皆様（敬称略）
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2023年1月末現在

エキスパート

ディレクター・アドバイザー

ディレクター 増田 昇 大阪公立大学 名誉教授 アドバイザー 鈴木 裕子 株式会社Office musubi 代表取締役

アドバイザー 大引 伸昭 エコール 辻 大阪 校⾧/辻調理師専門学校 日本料理教授 アドバイザー 尾藤 環 辻調理師専門学校 産学連携教育推進室室⾧

アドバイザー 笠岡（坪山）宜代 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
国際栄養情報センター 国際災害栄養室⾧ アドバイザー 山口 夕 大阪公立大学 農学研究科准教授

アドバイザー 北宅 義昭 大阪公立大学 名誉教授

ミライの大阪の食・文化

ディレクター 佐久間 洋司 大阪大学 グローバルイニシアティブ機構 招へい研究員 アドバイザー 稲見 昌彦 東京大学先端科学技術研究センター 教授

アドバイザー 荒木 英士 グリー株式会社 取締役上級執行役員/
REALITY株式会社 代表取締役社⾧ アドバイザー 玉城 絵美 琉球大学 工学部知能情報コース 教授

バーチャル・バーチャル大阪パビリオン

ディレクター 阿多 信吾 大阪公立大学大学院 情報学研究科 教授 アドバイザー 宮本 貴朗 大阪公立大学大学院 情報学研究科⾧

アドバイザー 坂田 恒昭 大阪大学共創機構 特任教授

データ・アプリ

アドバイザー 松田 一敬 神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 客員教授 アドバイザー 山岡 浩巳 フューチャー株式会社 取締役
フューチャー経済・金融研究所⾧

アドバイザー 宮沢 和正 東京工業大学 経営システム工学 講師

デジタル通貨

ユニバーサル
デザイン 石塚 裕子 大阪大学大学院 人間科学研究科附属未来共創センター 講師 環境配慮 西岡 真稔 大阪公立大学大学院 工学研究科 教授

SDGｓ
全般 草郷 孝好 関西大学 社会学部 教授 建築 藤本 壮介 建築家/

2025年日本国際博覧会会場デザインプロデューサー

ボランティア・
市民参加 永井 美佳 大阪ボランティア協会 常務理事・事務局⾧

ジェンダー・
インクルーシブ 諸田 智美 NPO法人女性と仕事研究所 代表理事



協賛企業・協力機関

協力機関（50音順）

協賛企業（50音順）
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2023年3月末現在

アサヒグループジャパン株式会社 株式会社池田泉州銀行 江崎グリコ株式会社

大阪シティ信用金庫 大阪商工信用金庫 大阪信用金庫

株式会社カプコン 小林製薬株式会社 株式会社サイエンス

公益社団法人全日本不動産協会 大日本印刷株式会社 タカラベルモント株式会社

TIS株式会社 東京書籍株式会社 西日本旅客鉄道株式会社

日本生命保険相互会社 パナソニックホールディングス株式会社 阪急コンストラクション・マネジメント株式会社

株式会社ビットキー BIPROGY株式会社 株式会社ファーマフーズ

株式会社三菱UFJ銀行 株式会社ミルボン 森永乳業株式会社

株式会社りそな銀行 ロート製薬株式会社 六甲バター株式会社

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所 大阪府中小企業団体中央会

公益財団法人大阪観光局 関西大学

大阪工業大学 近畿大学

大阪公立大学 公益財団法人千里ライフサイエンス振興財団

一般財団法人大阪国際経済振興センター 一般社団法人日本抗加齢医学会

地方独立行政法人大阪産業技術研究所 特定非営利活動法人日本抗加齢協会

公益財団法人大阪産業局 森ノ宮医療大学

大阪大学 立命館大学



年度 2021 2022 2023 2024 2025

建設

展示

バーチャル
関係

出展までのスケジュール

建築計画

基本設計

建設工事

バーチャル大阪
制作

プレ
運用

展示工事

実施設計

技術
協力

展示基本計画

展示設計・製作

バーチャルパビリオン検討・設計・制作

万

博
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着工
準備

バーチャル大阪本格運用

バーチャルパビリオン運用


